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                「いってらっしゃい！サケの赤ちゃん」 

 ３月３日（火）中津川の中の橋河川敷には、杜陵小学校の皆さんの楽しそうな声が響
いていました。今日は毎年楽しみにしている、恒例のサケの赤ちゃんを放流する日です。 
 杜陵小学校の皆さんは、学校の目の前を流れる中津川にサケが登って来ることを、毎
年とても心待ちにしています。また、総合の学習時間には中津川のことやサケの習性な
どを調べています。  
 「一匹でも多くサケが戻ってくるように、中津川を大切にしていきましょう。」と生
徒から声がかけられるとそれぞれの願いを胸に、大冒険をしながら川を下り太平洋の大
海原へと旅をするサケの赤ちゃんを見送りました。 
 今回放されたサケたちが成長し、戻ってくるのは約４年後です。一匹でも多くのサケ
たちが帰って来るようみんなで祈りを込めて放流しました。 
  

はい 

質問です はい質問です 

杜陵小学校全校生徒 
の皆さんが元気に見送る 

元気なサケの赤ちゃんが、 
一人一人に配られます。 

               中津かわまちプロジェクト！ 
岩手大学教育学部 
附属小学校５年生の 

 岩手大学教育学部附属小学校の５年生のみなさんは、総合学習の中で中津川の環境に関することや、
盛岡の特産品の魅力をどうやってＰＲしたら良いかなど、いろいろな視点から考え取り組んできました。 

 ３月４日（水）生徒の皆さんによる「中津かわまちプロジェクト」と題した研究成果の発表会が行わ

れ、盛岡出張所の職員も学校にお招きいただきました。 

 ８班に分かれた子供達からは、それぞれのテーマに沿ってわくわくするようなたくさんのアイデアが

飛び出しました。とても良いポイントを突いているものばかりで、出張所の職員にとってとても良い刺

激となりました。  

★附属小学校５年生の皆さんの アイデアあれこれ★ 
○中津川クイズ大会を行い、知ってもらう機会にする  ○中津川で魚をつかみ取りしたものを盛岡ブランドと交換 

○中津川にかかる橋付近の観光スポットラリー（ラリー中に見つけた植物や石でインテリアを作る） 
○ぎぼしの形をしたアメを作り、当たりが出たら中津川の写真のポストカードと交換 

○２ヶ月に１度中津川写真コンテストを行い、受賞者の写真でカレンダーを作る 

○中津川をイメージしたTシャツを販売  ○ゆるきゃら「中津サケ丸」を作成し、イベントなどに参加 

Tシャツを作りました★ 

も 

それぞれのアイデアを興味深く 

聞く生徒たち 

ジャーン！完成品カレンダー 

も 

中津サケ丸
くん、ぼく
は盛流強強
（もりなが
れごうご
う）よろし
くね。 

閉会式で「いってらっしゃいサ
ケの赤ちゃん」を元気に歌いま

した。 
「中津川にもどって来てね。」と声をかけながら 

川へと放していました。 

放流された稚

魚は元気に泳

いでいきまし

た。 

中津川クイズラリーをご紹介します。 


